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日本の美 再発見。 

同時開催 追悼 柳下征史写真展 

2025年 1月 2日（木）-3月 9日（日） 

 

 

藤島武二 「日の出」 1931年頃 （取材地：茨城県大洗海岸） 笠間日動美術館蔵 

 

 

拝啓 

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。  

当館では、2025年 1月 2日（木）から 3月 9日（日）まで「日本の美 再発見。」「追悼 柳下征史写真展」を同時開催

いたします。つきましては、以下に展覧会の詳細をご案内いたしますので、ご取材・ご紹介などのご協力を賜りますよ 

う、お願い申し上げます。 

敬具



記 

◆開催趣旨 

笠間日動美術館は、和田英作が描く「近江石山寺紫式部」をはじめとする歴史画や、熊谷守一や中川一政など軽妙な文

字で人気を博した洋画家たちの書画を数多く所蔵しています。私たちが日本人であることをより実感する新年を迎え、

本展では日本の歴史や四季の移ろいを捉えた書画や絵画を一堂に会します。さらに、2023年に惜しまれつつ他界した

記録写真家 柳下征史の写真を展示します。歴史画や画家たちの個性的な書画、そして茨城の原風景を写し出す柳下

の写真に、「日本の美」を再発見していただければ幸いです。 

 

◆構成 

Ⅰ 歴史画 

展示作家：二世五姓田芳柳、権田守吉、和田英作、渡部審也、ジョルジュ・ビゴー、チャールズ・ワーグマンほか 

2024年 NHK大河ドラマの主人公、紫式部を描いた和田英作の作品を展示します。

 

和田英作「近江石山寺紫式部」1925年 

 

二世五姓田芳柳「上杉景勝一笑図」1890年

 

Ⅱ 書と墨彩画 

展示作家：岸田劉生、草野心平、熊谷守一、近藤浩一路、酒井三良、中川一政、藤島武二ほか 

 

岸田劉生「村嬢図（うちわ絵）」1922年 

 

北大路魯山人「そめつけ福字平向」1937年頃

 

 



Ⅲ 日本の四季 

展示作家：金山平三、北連蔵、斎藤与里、向井潤吉ほか 

 

 

斎藤与里「お盆頃」1952年 

 

北連蔵 「裏の橙」 

上記画像はすべて笠間日動美術館蔵 

追悼 柳下征史写真展 

柳下征史（やぎしたせいし）は、茨城県常陸大宮市を拠点に活動した記録写真家です。茨城の原風景をテーマに写真を

撮り続け、特に草屋根の家を中心に、ワラ葺きや茅葺きの民家を探し歩いて撮影。 日立製作所で広報誌の制作に携わ

る傍ら、世界的な写真家ユージン・スミスとの出会いを経て写真家として独立しました。この度は遺族にご協力を賜り、

ひだまりの暖かさを感じさせる写真作品を、企画展示館 2階会場にて紹介します。

 

茨城県常陸大宮市（旧山方町） 1993 年         茨城県筑西市（旧下館市）2006年

 

茨城県那珂郡山方町西内野 1989 年                    茨城県水戸市渋井町 1990 年  

 

https://newstsukuba.jp/?post_type=column&p=48359
https://newstsukuba.jp/?post_type=column&p=48359
https://www.hmv.co.jp/artist_%E6%9F%B3%E4%B8%8B%E5%BE%81%E5%8F%B2_200000000675812/biography/
https://www.hmv.co.jp/artist_%E6%9F%B3%E4%B8%8B%E5%BE%81%E5%8F%B2_200000000675812/biography/
https://www.hmv.co.jp/artist_%E6%9F%B3%E4%B8%8B%E5%BE%81%E5%8F%B2_200000000675812/biography/


◆会期中のイベント 

・学芸員によるギャラリートーク 

 日時調整中 各回 14 時より（30 分程度） 参加費：無料（要入館料） 

  

◆展覧会の詳細 

「日本の美 再発見。」 同時開催 「追悼 柳下征史写真展」  

会    期： 2025年 1月 2日（木）-3月 9日（日） 

会    場： 笠間日動美術館 企画展示館（茨城県笠間市笠間 978－4） 

主    催： 公益財団法人 日動美術財団 

開館時間：  午前 10時より午後４時 30分（入館受付は午後 4時まで） 

3月 1日（土）からは、午前 9 時 30 分より午後５時（入館受付は午後４時 30分まで） 

休 館 日： 毎週月曜日（１月１3日、2月 24日は開館、翌日休館） 

入 館 料： 大人 1300円、65歳以上 1000円、大学・高校生 900円、中学生 300円、小学生無料 

20名以上の団体は各 200円割引 障害者手帳をお持ちの方、その同伴者 1名は半額割引 

後援予定： 茨城県／茨城県教育委員会／笠間市／笠間市教育委員会／ＮＨＫ水戸放送局／茨城放送／朝日新聞水戸総局／ 

茨城新聞社／共同通信社水戸支局／産経新聞社水戸支局／東京新聞水戸支局／毎日新聞社水戸支局／読売新聞水戸支局 

担   当： 学芸部長 金澤 Email: kanazawa@nichido-garo.co.jp 

      〒104-0061 東京都中央区銀座 5-3-16 日動画廊内 日動美術財団 電話 03-3571-2553 

「日本の美 再発見。」   学芸員   湊   nichido.minato@gmail.com 

「追悼 柳下征史写真展」 管理部長 亀山 k-museum@nichido-museum.or.jp 

 

■ 交通案内 

◆ J R 利 用 

・常磐線友部駅北口(9:50/10:50/11:50 発)より、かさま観光周遊バスで約１５分 

 「日動美術館入口」下車徒歩 1分(1回 100 円／1日フリー乗車券 300円) 

・水戸線笠間駅より徒歩約 30分、レンタサイクル約 10分、市内循環バスで約５分 「日動美術館入口」下車徒歩２分 

 かさま観光周遊バス、またはレンタサイクルの利用が便利です。 

◆ 自動車利用 

・常磐道友部 JCT 経由、北関東道友部 IC より国道３５５号線経由約６km 

・東北道栃木都賀 JCT 経由、北関東道笠間西 IC より国道５０号線経由約８km 

 

■ 次回企画展予告 

今日も Happy Train! 鉄道写真家 中井精也 「1日１鉄！」ブログ 20周年記念写真展 

中井さんの活動を代表するのが 20 年間欠かすことなく続けているブログ「1 日 1 鉄！」。毎日 1 枚の写真と合わせ、彼の

綴る言葉は、私たちの心に優しいエールを届け続けています。この度は写真展という形にしてお届けします。 

会 期： 2025年３月 15 日（土）‐5月 25日（日） 会 場： 企画展示館 

担 当： 学芸員 長谷川 Email: hasegawamidori310@gmail.com 

以上 
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